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研究成果の概要（和文）：マクロズーム・多点走査型共焦点顕微鏡を用いて、広範囲の脳領域をin vivo カルシ
ウムイメージングする系と、2光子顕微鏡を用いて脳深部をin vivo カルシウムイメージングする系を立ち上げ
た。次にローズベンガル色素を用いて、大脳皮質・一次運動野を損傷させる系を確立した。さらに脳損傷部位に
神経細胞塊を移植する系を確立した。また生物規範的な軸索伝導の数理モデルの記述も行った。

研究成果の概要（英文）：We developed systems of in vivo calcium imaging using the multi-point laser 
scanning confocal microscopy, which enables wide-field imaging, and the two-photon excitation laser 
scanning microscopy, which allows deep-depth imaging. Next, we established a system to damage the 
primary motor cortex using rose bengal. Furthermore, we confirmed the anatomical and functional 
connections between the transplanted neuronal spheroid and cerebral neocortex. A bio-inspired 
mathematical model of axonal conduction has also been constructed.

研究分野：神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
脳をバイオコンピューティングシステムとして扱った場合の特徴は、その損傷耐性と自己組織性にある。本研究
で構築した実験系を用いることによって大脳皮質損傷後の自己修復、さらには損傷部位への神経細胞塊移植によ
る自己組織的機能補填の脳内基盤が解明され、ロバスト性の高いコンピューティングシステム設計への貢献が期
待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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